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境
内
で
参
拝
の
方
と
当
社
の
本
殿
を

は
じ
め
諸
摂
末
社
の
ご
祭
神
等
に
つ
い
て

時
折
お
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
度
は
今
ま
で
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た

随ず
い
じ
ん
も
ん

神
門
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
を
さ
せ
て

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
門
の
名
称
の
“
随

神
”
は
警
備
、
護
衛
す
る
人
を
指
す

“
随ず

い
し
ん身
”
に
由
来
し
、
門
番
神
が
鎮
座

し
、
外
部
か
ら
の
邪
神
や
不
浄
な
モ
ノ
等

の
侵
入
を
防
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

当
社
の
随
神
門
の
歴
史
を
み
て
み
ま

す
と
、
江
戸
期
の
享
保
二
年
（
一七
一七
）

成
立
の
『
雲
陽
誌
』
に
、
当
時
の
「
熊

野
地
区
内
の
旧
跡
を
含
め
た
宗
教
施

設
の
紹
介
文
」
の
中
で
、「
随
神
」
と

記
載
が
あ
り
、
ま
た
宝
暦
十
四
年

（
一
七
六
四
）
の
『
熊
野
村
萬
指
出
帳
』

に
は
、「
門
神
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
期
は
、
本
社
が
上
之
宮
と
下
之
宮

の
二
社
制
の
時
代
で
す
が
、
こ
の
資
料
に

「
門
神⦅

神
門⦆

が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
社

の
境
内
入
口
に
鎮
座
し
て
い
る
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
今
の
と
こ
ろ
、
歴

史
的
記
録
資
料
は
こ
れ
ら
だ
け
で
あ
り
、

連
続
す
る
歴
史
の
変
遷
は
追
え
か
ね
る

と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
不
正
確
な
面
が

あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
手
元
に
当

社
の
伝
承
を
中
心
に
纏
め
た
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
編
集
の
『
熊
野
大
社
誌
―

造
営
の
巻
―
』
が
あ
り
、
こ
れ
に
し
た
が

っ
て
み
ま
す
と
「
天
文
兵
火
以
前
の
構

造
は
今
知
る
可
ら
す
永
禄
八
年
毛
利
元

就
再
建
し
文
政
四
年
大
雪
僵
松
の
為
破

壊
に
依
り
改
築
爾
来
数
回
の
修
理
を
加

へ
明
治
十
九
年
六
月
官
費
を
以
て
改
築

是
現
在
の
規
模
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の

門
は
境
内
の
諸
神
社
と
同
様
に
古
い
時

代
か
ら
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
概
観
で

き
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
門
の
ご
祭
神
は
、
本
殿

前
か
ら
随
神
門
を
向
い
て
右
方
に

櫛く
し
い
わ
ま
ど
の
か
み

磐
間
戸
神
が
、
左
方
に
豊と

よ
い
わ
ま
ど
の
か
み

磐
間
戸
神

が
相
対
し
て
鎮
座
し
て
お
い
で
で
す
。
今

に
残
る
『
明
治
八
年
六
月
改
熊
野
神
社

並
摂
末
社
明
細
帳
』
に
は
、
随
神
門
の

ご
祭
神
が
「
同
門
平
面
図
」上
の
鎮
座
所

に
記
さ
れ
、
時
代
を
遡
る
も
今
同
様
に

祀
ら
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
窺
え
ま
す
。

　

ご
祭
神
の
職
能
及
び
神
系
譜
を
み
て

み
ま
す
と
、和
銅
五
年（
七
一
二
）の『
古

事
記
』
の
神
話
“
天
孫
降
臨
の
段
”
に

「
天あ

め
の
い
わ
と
わ
け
の
か
み

石
門
別
神
、
亦
名
は
櫛く

し
い
わ
ま
ど
の
か
み

石
窓
神
と

謂
し
、
亦
名
は
豊と

よ
い
わ
ま
ど
の
か
み

石
窓
神
と
も
謂
す
。

此
の
神
は
御
門
の
神
な
り
」
と
あ
る
通

り
、
神
話
“
天
照
大
御
神
の
天
の
石
屋

戸
籠
り
の
段
”
に
通
じ
る
門
番
神
で
天

石
門
別
神
の
別
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
が
、大
同
二
年
（
八
〇
七
）
の

『
古
語
拾
遺
』
に
は
「
豊
磐
間
戸
命
・

櫛
磐
間
戸
命
二
神
《
是
は
並
太ふ

と
だ
ま
の
み
こ
と

玉
命
の

子
な
り
》
を
し
て
殿
門
を
守
衛
ら
し
め

た
ま
ひ
き
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
二
神
は
門

番
神
で
あ
る
の
で
す
が
祭
祀
等
を
主
宰

す
る
太
玉
命
の
御
子
神
と
し
、
神
系
譜

上
は
系
統
を
異
に
し
て
い
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
随
神
門
の
ご
祭
神
の
櫛

磐
間
戸
神
と
豊
磐
間
戸
神
は
境
内
の
入

口
で
、
そ
の
内
域
に
鎮
ま
る
熊
野
大
神

や
他
の
神
々
を
守
護
な
さ
っ
て
い
る
、
と

て
も
大
切
な
神
で
あ
る
の
で
す
。

　

春
祭
の
御
櫛
祭
は
四
月
十
三
日
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
中
で
粛
々
と
奉
仕
を
致
し
ま
す
。

熊
野
大
社

熊
野
大
社

随
神
門

随
神
門
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ご
祈
念
の
ご
案
内

　

生
命
を
与
え
て
下
さ
っ
て
日
々
ご
守

護
を
戴
い
て
い
る
大
神
さ
ま
へ
感
謝
の

心
を
さ
さ
げ
、
更
に
新
し
い
生
命
力
・

御
霊
力
を
戴
き
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
く
現
代
社
会
を
心
惑
う
こ
と
な

く
正
し
く
生
き
ぬ
い
て
い
く
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
に
、
春
の
お
お
み
ま
つ
り

に
ご
祈
念
の
お
取
次
ぎ
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

（
一
つ
の
願
い
ご
と
に
つ
き
五
、
〇

　
　

〇
〇
円
以
上
で
す
）

一
、
願
い
ご
と

　
　

家
内
安
全
。
商
売
繁
昌
。
良
縁
。

　
　

会
社
発
展
。
従
業
員
安
全
。
厄
除
。

　
　

交
通
安
全
。
五
穀
豊
穣
。
安
産
。

病
気
平
癒
。
進
学
成
就
。
諸
願
成

就
。
海
上
安
全
。
大
漁
満
足
。
そ

の
他
ご
希
望
の
願
い
ご
と
。

一
、
ご
祈
念
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
同

封
の
振
替
用
紙
に
、
ご
住
所
、
ご

氏
名
、
ご
年
令
、
ご
祈
念
料
を
明

記
し
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
を
し
た
お
守
は
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
又
ご
参
拝
の
際
は
受

付
所
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

尚
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
又
ご
希
望

の
日
、
何
時
で
も
受
付
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
当
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
料
　
伍
千
円
以
上

春
の
み
ま
つ
り
・
御
櫛
祭
四
月
十
三
日（
水
曜
日
）午
前
十
時
。
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三
月
十
三
日
（
日
曜
日
）
熊
野
大

社
境
内
に
て
「
神
フ
ェ
ス
in
島
根
」

が
同
行
事
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
“
公
益
信
託
し

ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
”
と

し
て
、
当
初
令
和
三
年
の
十
一
月
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
を
受
け
て
延
期
と
な
っ
て
お
り
、

翌
年
の
令
和
四
年
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

熊
野
大
社
伶
人
に
よ
る
八
雲
楽
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
、
ま
ず
は
石
見

神
楽
の
土
江
子
ど
も
神
楽
団
に
よ
る

石
見
銀
山
世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し

て
制
作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
目

「
金
山
姫
銀
山
勧
誘
請
」
が
披
露
さ

れ
、
観
客
は
い
つ
も
見
慣
れ
た
出
雲

神
楽
と
は
ま
た
一
味
違
っ
た
神
楽
に

見
入
っ
た
。

　

小
休
止
の
後
、
神
フ
ェ
ス
の
メ
イ

ン
で
あ
る
古
事
記
を
若
者
向
け
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
八
百
万
の
神
喜
劇
「
ア

マ
テ
ラ
ス
の
天
戸
開
き
＆
ス
サ
ノ
オ

の
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
」
が
上
演

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
で
イ
ベ
ン
ト
自
粛
が
相
次

ぐ
中
、
久
し
ぶ
り
の
賑
や
か
な
イ
ベ

ン
ト
で
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。

in

神
フ
ェ
ス

神
フ
ェ
ス

神
フ
ェ
ス

島
根

―

八
百
万
の
神
喜
劇―

主
催

‥

神
フ
ェ
ス
し
ま
ね
実
行
委
員
会
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一
時
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再
び
増
加
し
始

め
、
一
月
二
十
五
日
よ
り
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
る
中
、
午
前

十
一
時
よ
り
役
員
の
み
の
参
列
と
し
、

節
分
祭
厄
除
招
福
諸
願
成
就
祈
祷
祭
を

斎
行
し
た
。

　

参
拝
者
の
方
も
例
年
で
あ
れ
ば
賽
銭

箱
の
前
で
豆
を
撒
い
て
、
厄
除
け
無
病

息
災
を
祈
ら
れ
る
が
、
今
年
は
静
か
に

祈
ら
れ
て
い
た
。

　

恒
例
で
あ
っ
た
午
後
二
時
か
ら
の
豆

撒
き
神
事
は
残
念
な
が
ら
本
年
も
中
止

と
な
り
、
福
豆
は
境
内
で
の
配
布
と

な
っ
た
。

　

神
社
役
員
参
列
の
も
と
初
代
天
皇
の

神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
日
を
お
祝
い

す
る
お
祭
り
「
建
国
祭
」
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

で
参
列
者
が
最
小
限
に
制
限
さ
れ
る
中

斎
行
さ
れ
た
。
修
祓
の
後
、
国
家
「
君

が
代
」
を
斉
唱
、
祝
詞
を
奏
上
の
後
、

国
の
誕
生
を
祝
し
「
紀
元
節
の
歌
」
を

奉
唱
し
た
。
そ
し
て
氏
子
会
長
が
玉
串

を
捧
げ
て
拝
礼
し
、
皇
室
の
弥
栄
、
国

家
の
繁
栄
、
国
民
の
幸
福
、
世
界
の
平

和
を
祈
り
万
歳
三
唱
を
し
て
祭
典
を
終

了
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
氏
子
の
方

に
ご
参
列
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
た
め
氏
子
会
役

員
の
み
の
参
列
の
も
と
祈
年
祭
を
斎
行

し
た
。

　

参
列
者
を
清
め
た
後
、
今
年
の
五
穀

豊
穣
、
諸
産
業
の
発
展
、
皇
室
の
弥
栄
、

国
家
の
繁
栄
、
国
民
の
幸
福
を
祈
っ
た

祝
詞
を
奏
上
し
、
氏
子
会
会
長
の
玉
串

拝
礼
が
行
わ
れ
祭
典
を
終
了
し
た
。

二
月
三
日

二
月
十
一
日 

午
前
十
時

二
月
十
七
日 

午
前
十
時

四
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
三
日　

御
櫛
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

二
十
九
日　

長
寿
祭

五
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

二
十
四
日　

元
宮
祭

六
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　
　

三
十
日　

夏
越
祭
（
大
祓
）

七
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

八
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

二
十
一
日
予
定

　
　
　
　
　
　

熊
野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

九
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
月
の

お
ま
つ
り
の
日

春
の
お
お
み
ま
つ
り
で
す
。
午
前
十

時
よ
り
斎
行
。

茅
の
輪
神
事
と
も
申
し
、
茅
で
作
っ

た
大
き
な
輪
が
隨
神
門
に
立
ち
ま
す
。

こ
れ
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身

の
“
け
が
れ
”“
わ
ざ
わ
い
”
が
祓
い

除
か
れ
て
健
康
で
幸
福
な
日
々
を
お

く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
お
誘
い
合

せ
の
上
ご
参
拝
下
さ
い
。

節

分

祭

建

国

祭

祈

年

祭



（5） く ま の の み や 令和４年４月

　

天
長
祭
が
氏
子
会
役
員
の
皆
さ
ん
の

参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

　

参
列
者
を
清
め
た
後
国
歌
「
君
が

代
」
を
斉
唱
、
祝
詞
を
奏
上
し
氏
子
会

会
長
が
玉
串
拝
礼
を
行
っ
て
天
皇
陛
下

の
御
誕
生
の
日
を
祝
い
、
天
皇
陛
下
の

健
康
長
寿
を
願
う
と
と
も
に
皇
室
の
弥

栄
、
国
家
の
繁
栄
、
国
民
の
幸
福
、
世

界
の
平
和
を
祈
り
万
歳
三
唱
を
し
て
祭

典
を
終
了
し
た
。

　

島
根
県
猟
友
会
会
長
細
田
信
男
氏
を

は
じ
め
県
内
各
地
よ
り
猟
友
会
会
員
が

参
列
さ
れ
、
大
神
さ
ま
の
ご
守
護
に

よ
っ
て
無
事
猟
期
が
終
了
し
た
こ
と
に

感
謝
し
、
鳥
獣
の
霊
を
慰
め
五
穀
の
豊

穣
を
も
祈
っ
た
。

　

大
麻
で
参
列
者
を
祓
い
清
め
た
後
、

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
参
列
さ
れ
た

方
々
が
大
前
に
玉
串
を
捧
げ
て
大
神
さ

ま
の
ご
守
護
に
よ
っ
て
今
年
の
猟
期
も

無
事
に
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
を
表
し
、

鳥
獣
の
霊
を
慰
め
五
穀
の
豊
穣
を
も

祈
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
本
年
も
祭
典
終
了
後
の

直
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
為
会
食
を
取
り
や
め
、
お
直

会
と
し
て「
兎
ご
は
ん
」を
お
渡
し
し
た
。

　

小
雨
の
降
り
し
き
る
中
、
境
内
と
意

宇
川
に
お
い
て
熊
野
大
社
自
警
団
「
天

狗
の
会
」
に
よ
る
恒
例
の
防
火
訓
練
が

行
わ
れ
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
地
元
の
消
防
団
で

あ
る
松
江
消
防
熊
野
分
団
熊
中
班
が
参

加
し
て
、
合
同
で
の
防
火
訓
練
と
な
る

は
ず
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
単
独
で
の
訓
練
と

な
っ
た
。

　

こ
の
訓
練
は
毎
年
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

二
月
二
十
三
日 

午
前
十
時

三
月
二
十
七
日 

午
後
二
時

一
月
二
十
三
日 

午
後
二
時

熊
野
大
社
崇
敬
会

入
会
の
お
す
す
め

　

熊
野
大
神
の
御
神
徳
を
奉
戴
し
、

敬
神
崇
祖
の
誠
を
致
し
健
全
な
る

国
民
精
神
の
高
揚
に
努
め
広
く
国

家
社
会
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
を
目

的
と
し
、
そ
の
達
成
の
た
め

①
熊
野
大
神
の
御
神
徳
発
揚
の

為
祭
典
、
神
事
、
行
事
及
び

諸
建
宇
整
備
と
保
持
に
奉
賛
。

②
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
為

機
関
紙
を
発
行
。

③
必
要
と
す
る
事
業
を
行
う
。

一
、
会
費

個
人
会
費（
年
額
）参
千
円
以
上

団
体
会
費（
年
額
）五
千
円
以
上

一
、
待
遇

イ
会
員
誕
生
日
は
健
康
と
繁
栄

和
楽
を
祈
願
、
日
供
祭
は
全

会
員
の
安
寧
を
祈
願
し
ま
す
。

ロ
春
秋
大
祭
に
ご
案
内
し
ま
す
。

ハ
新
春
神
迎
の「
御
神
符
」「
干

支
の
絵
馬
」を
お
届
け
し
ま

す
。

ニ
会
員
章
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
野
大
神
さ
ま
か
ら
幸
福
の
ご

縁
が
戴
か
れ
ま
す
よ
う
ご
入
会
の

ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
方
々
へ
の
ご
勧

誘
を
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御

狩

感

謝

祭

防

火

訓

練

天

長

祭
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思
は
ざ
る
と
こ
ろ
に
鳥
の
群
れ
が
ゐ
て
一
瞬
羽
音
の
残
響
に
つ
つ
ま
る

山
裾
に
さ
き
が
け
て
咲
く
紅
梅
に
マ
ス
ク
外
さ
う
口
角
あ
げ
て

薄
雪
の
残
る
石
段
登
り
た
る
は
鳥
に
あ
ら
ん
か
足
跡
つ
づ
く

復
元
の
「
青
谷
弥
生
人
」
を
見
て
お
り
ぬ
野
の
花
そ
っ
と
摘
ん
で
呉
れ
そ
う

五
七
五
締
切
り
迫
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
ぎ
り
七
七
必
至
に
探
す

春
を
聴
く
紅
梅
の
花
立
春
の
朝
の
光
に
水
玉
ひ
か
る

立
春
を
明
け
て
耀
ふ
雪
の
朝
吾
が
生あ

れ
し
日
よ
元
気
で
生
き
ね
ば

松
江
市
　
安
部
　
洋
子

安
来
市
　
岩
田
　
明
美

松
江
市
　
木
下
み
ゆ
き

松
江
市
　
新
谷
　
国
子

松
江
市
　
土
井
　
郁
子

松
江
市
　
日
野
　
和
久

松
江
市
　
福
島
　
伸
子

松
江
短
歌
の
会

献
　
　
　
詠

　

伶
人
、
舞
講
師
、
小
学
生
巫
女
、
中

学
生
巫
女
、
巫
女
父
兄
が
参
列
し
て
入

学
卒
業
、
進
級
が
あ
る
こ
の
時
期
、
毎

年
恒
例
の
巫
女
交
代
祭
を
斎
行
し
た
。

　

修
祓
、
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
退
任
の

小
学
生
巫
女
の
安
達
楓
梨
さ
ん
と
橘
咲

　

こ
の
祭
は
、
当
氏
子
会
の
事
業
と
し

て
氏
子
中
の
中
学
二
年
生
を
対
象
に
行

い
、
昔
の
元
服
の
年
齢
に
達
し
た
こ
と

を
祝
い
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
働
く
よ
う
に

し
っ
か
り
と
し
た
志
を
立
て
て
も
ら
う

趣
旨
で
行
っ
て
い
る
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
記
念
旅
行
を
実
施

す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
今
年
も

中
止
と
な
り
、
祭
典
後
、
境
内
に
て
立

志
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

小
松
原
明
日
名
さ
ん

白
鹿　

こ
ま
ち
さ
ん

神
庭　
　

夏
希
さ
ん

松
本　
　

史
帆
さ
ん

糸
原　
　

叶
望
さ
ん

藤
田　
　

羽
夏
さ
ん

安
達　
　

楓
梨
さ
ん

橘　
　
　

咲
穂
さ
ん

岩
田　
　

潤
奈
さ
ん

森
本　
　

凛
夏
さ
ん

桑
原　

小
百
合
さ
ん

須
山　
　

優
花
さ
ん

幣　

舞
小
学
四
年
生

　
　

〃　
　

小
学
五
年
生

　
　

〃　
　
　

小
学
六
年
生

　
　

〃　
　

浦
安
の
舞

中
学
一
年
生

　
　

〃　
　

中
学
二
年
生

　
　

〃　
　

中
学
三
年
生

　
　

〃　
　

穂
さ
ん
は
「
幣
舞
」
を
、
中
学
生
巫
女

の
安
達
多
恵
さ
ん
と
恩
田
璃
乃
さ
ん
は

「
浦
安
の
舞
」
を
立
派
に
舞
い
納
め
た
。

退
任
新
任
の
巫
女
、
舞
妓
講
師
ら
が
玉

串
を
奉
奠
し
て
こ
の
一
年
間
無
事
に
巫

女
舞
が
出
来
た
こ
と
、
ま
た
今
年
も
元

気
に
巫
女
舞
が
奉
仕
で
き
ま
す
よ
う
に

と
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

退
任
巫
女
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
授

与
し
、
新
小
学
四
年
生
の
小
松
原
明
日

名
さ
ん
と
白
鹿
こ
ま
ち
さ
ん
に
新
任
巫

女
の
辞
令
を
授
与
し
、
祭
典
を
終
了
し

た
。
例
年
祭
典
終
了
後
は
社
務
所
に
て

さ
さ
や
か
な
茶
話
会
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
し
た
。

　

四
月
よ
り
左
記
の
方
々
に
て
祭
典
時

の
巫
女
舞
を
奉
仕
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
月
二
十
日 

午
後
二
時

三
月
三
十
日 

午
後
四
時

巫

女

交

代

祭

立

志
お

祝

い

の

ま

つ

り


